
海
と
生
き
る
―
―
こ
れ
は
気
仙
沼

市
の
震
災
復
興
計
画
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
地
震
・
大
津
波
と
そ
の
後
に

発
生
し
た
大
規
模
火
災
の
猛
威
は
凄
ま

じ
く
、
気
仙
沼
市
内
は
死
者
・
行
方
不

明
者
を
合
わ
せ
１
３
０
０
名
超
。
東
北

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
揚
げ
高
を
誇
っ
て

い
た
水
産
業
の
関
連
施
設
も
壊
滅
的
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

美
し
い
景
観
の
沿
岸
部
は
跡
形
も
な

く
大
津
波
に
破
壊
さ
れ
た
。
湾
入
口
の

油
槽
タ
ン
ク
か
ら
流
れ
出
し
た
重
油
に

引
火
、
炎
が
周
囲
を
焼
き
尽
く
し
た
。

遺
さ
れ
た
の
は
倒
壊
し
た
建
物
と
瓦
礫

の
山
。
市
民
の
日
常
生
活
は
奪
わ
れ
、

街
が
大
き
な
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
。

そ
の
震
災
か
ら
今
年
で
５
年
目
。
気

仙
沼
市
民
は
、
先
人
の
築
き
上
げ
て
き

た
郷
里
の
復
旧
・
復
興
を
着
実
に
進
め

て
き
た
。
港
も
活
気
を
取
り
戻
し
て
き

て
い
る
。「
海
と
生
き
る
」
と
は
、
人

知
の
及
ば
ぬ
大
自
然
の
壮
大
な
力
を
謙

虚
に
受
け
止
め
、
海
を
敵
視
す
る
こ
と

な
く
、
海
と
共
生
し
て
い
く
覚
悟
の
表

れ
と
い
え
る
。

今
回
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
拠
点

を
置
く
気
仙
沼
信
用
金
庫
の
復
興
支
援

の
ポ
イ
ン
ト
と
具
体
的
な
活
動
内
容
を

レ
ポ
ー
ト
す
る
。

水
産
都
市
・
気
仙
沼
の
姿
を

大
津
波
が
一
変
さ
せ
た

全
国
屈
指
の
水
産
都
市
・
気
仙
沼
市

に
本
店
を
構
え
る
気
仙
沼
信
用
金
庫
は

大
正
１５
年
９
月
の
創
業
以
来
、
地
域
の

発
展
と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

震
災
後
は
「
地
域
の
繁
栄
な
く
し
て
金

庫
の
繁
栄
な
し
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
三

陸
地
方
の
復
興
を
各
自
治
体
や
外
部
支

援
機
関
と
連
携
し
て
パ
ワ
フ
ル
に
牽

引
。
水
産
業
を
中
心
と
し
た
被
災
事
業

者
の
事
業
再
開
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

芽
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
る
。

「
震
災
直
後
、
住
む
場
所
、
そ
し
て
掛

け
替
え
の
な
い
家
族
を
失
っ
た
被
災
者

の
皆
様
は
失
意
の
底
に
い
ら
し
た
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
事
業
再
開
に

向
け
立
ち
上
が
る
地
元
経
営
者
の
皆
様

の
姿
に
は
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
私
ど

も
の
役
職
員
も
同
じ
よ
う
に
被
災
し
、

大
き
な
苦
難
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
地
元
の
信
用
金
庫
に
は
地
域
を
支

え
る
社
会
的
・
公
共
的
な
責
任
が
あ
り

ま
す
。
役
職
員
に
対
し
て
は
『
流
し
た

汗
は
必
ず
報
わ
れ
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
を
守
る
た
め
に
も
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
』
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
」

復
興
支
援
の
陣
頭
指
揮
に
立
ち
、
役

職
員
を
鼓
舞
し
て
き
た
菅
原
務
・
理
事

長
は
こ
う
語
る
。

気
仙
沼
信
用
金
庫
の
主
要
な
事
業
区

域
は
、
宮
城
県
北
地
域
の
気
仙
沼
市
と

本
吉
郡
南
三
陸
町
、
岩
手
県
南
地
域
の

陸
前
高
田
市
と
大
船
渡
市
な
ど
。
本
店

の
あ
る
気
仙
沼
市
は
、
全
国
有
数
の
沖

合
・
遠
洋
マ
グ
ロ
船
の
基
地
で
あ
る
気

仙
沼
港
を
持
つ
。

生
鮮
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
は
、
震
災
で

も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
平
成
９
年
か

ら
１８
年
連
続
の
日
本
一
。
国
内
で
水
揚

げ
さ
れ
る
サ
メ
の
９０
％
が
気
仙
沼
港
で

水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、
加
工
品
で
あ
る

フ
カ
ヒ
レ
の
生
産
も
日
本
一
だ
。

震
災
前
は
、
水
産
加
工
関
連
の
事
業

者
が
多
数
、
港
周
辺
に
軒
を

連
ね
て
お
り
、
多
く
の
市
民

が
そ
こ
に
従
事
。
水
産
都
市

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

そ
ん
な
気
仙
沼
市
の
姿
を

東
日
本
大
震
災
が
一
変
さ
せ

た
。
最
大
２０
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
大
津
波
が
来
襲
。
気
仙

沼
市
域
の
５
・
６
％
（
１８
・

６
５
�
）
が
水
浸
。
港
や
市

場
周
辺
の
沿
岸
部
に
水
産
加

工
関
連
の
事
業
者
が
集
積
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
事
業

所
の
約
８
割
が
水
浸
し
た
。

漁
船
は
３
５
６
６
隻
中
、

約
３
０
０
０
隻
が
損
壊
。
湾

内
に
係
留
さ
れ
て
い
た
大
型

漁
船
４０
隻
が
被
害
を
受
け
、

半
数
以
上
が
再
利
用
で
き
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
陸
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
大
型
漁
船
の
姿
は
、
ま
だ

多
く
の
人
の
記
憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。

水
揚
げ
に
必
要
な
加
工
施
設
、
冷

凍
・
冷
蔵
施
設
、
製
氷
・
貯
水
施
設
、

造
船
、
燃
料
タ
ン
ク
な
ど
水
産
関
連
施

設
は
ほ
ぼ
全
滅
に
近
か
っ
た
。
冷
蔵
能

力
を
指
標
に
す
る
と
、
約
９５
％
が
被
害

を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。

顧
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め

店
舗
網
の
再
整
備
を
進
め
る

気
仙
沼
信
用
金
庫
も
大
半
の
店
舗
が

全
半
壊
。
被
災
直
後
、
１２
店
舗
中
１０
店

舗
が
営
業
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

被
害
が
軽
微
で
あ
っ
た
２
店
舗
に
つ
い

て
は
、
震
災
翌
週
の
１４
日
（
月
）
に
津

谷
支
店
を
、
３
月
１５
日
（
火
）
に
駅
前

支
店
の
営
業
を
再
開
。
一
人
１０
万
円
ま

で
の
便
宜
払
い
に
応
じ
た
。
当
時
、
市

内
の
他
の
金
融
機
関
の
店
舗
が
閉
鎖
状

態
の
中
で
の
決
断
だ
っ
た
。

「
ご
自
宅
ご
と
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
津

波
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
被
災
者
の
皆

様
に
と
っ
て
、
金
融
機
関
に
預
け
て
い

た
こ
と
で
守
ら
れ
た
お
金
は
心
の
支
え

に
な
り
ま
す
。
幸
い
、
信
用
金
庫
は
フ

ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
営
業
し

�
高
台
か
ら
見
た
気
仙
沼
の
中
心
街
。
深
く
入
り
組
ん

だ
海
岸
線
が
気
仙
沼
湾
を
形
成
す
る

気仙沼信用金庫の
復興支援（前編）

第 ５ 回

〔
シ
リ
ー
ズ
企
画
〕

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目

復
興
の
現
実
と
地
域
金
融
機
関
の
取
組
み
を
追
う
！

様
々
な
外
部
機
関
と
連
携
を
図
り

地
域
の
産
業
再
生
・
雇
用
創
出
を
支
援

●
官
民
一
体
で
基
金
を
創
設
し
新
た
な
地
域
産
業
を
構
築
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